
日消外会誌 20(12):2803,1987年

研究速報 呼 気ガス分析法による肝機能評価の試み一glucagon負 荷と酸素消費量増加

肝臓は多岐にわたる機能を有するため,単
一の機能

だけで全体を評価することはできない。一方,肝 臓で

消費される酸素量は肝臓での代謝の全体像を反映する

ため, この酸素消費を測定することにより肝全体の機

能を評価しうると考えられる。また,glucagOnに によ

り肝臓の代謝は元進し
1),その酸素消費は増加すると

いわれている分.今 回,新 しい試みとして,呼 気ガス分

析でとらえた glucagon負荷時の酸素消費量の変化か

ら肝機能評価が可能かどうかについて検討した。

対象および方法 :対象は原発性肝癌324/1を含む60例

の入院息者である.年 齢は20～84歳で,平 均54.3歳で

あった。性別は男性44例,女 性16例であった.早 朝空

腹時に30分間の安静臥床後, ミナ ト医科学製ガスアナ

ライザーMG-360お よびレスピロモニターRM‐200を

用いて全身の酸素消費量 (V02m1/min)を 測定した。

次に,glucagon lmgを 静脈内投与 (one shot)し,10

分後の V02を 測定した。前値からの変化率(△V02%)

について組織学的肝硬変の有無,肝 機能との相関性を

検討した。

結果 i glucagon負荷により体表面積あた りの V02

は1 1 3 . 2 ±1 8 . l m 1 / m i n / m 2 から1 0 分後 に1 2 2 . 5 ±1 9 1 5

m1/min/m2と なり,zV02は 平均8,2%で 有意の増加を

示した (p<0.001).zV02は 年齢,性 別では有意の差

はなかった。泌V02と 組織学的肝硬変の有無とを比較

してみると,肝 硬変 (一)群 10,1±4.8%,肝 硬変 (十)

群4.6±4.3%と 肝硬変 (十)群 で低反応を示した (p<

0.01).△V02を 血液生化学校査,止 血検査,色 素排泄

能などと比較すると,図 に示すようにGOT,ICG15分

値 とは負の,ヘ パプラスチンテストとは正の相関を示

した(p<0.05).また GPT,ア ルブミン,フ ィブリノー

ゲン,プ ロトロビン時間, コリンエステラーゼとも相

関を示した (p<0.05).

考察 :全身の酸素消費量は肝機能を反映しないとい

われているがめ,gluCagon負 荷により全身の酸素消費
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量は有意に増加し, この変化が肝機能および肝の障害

度と相関することを今回,明 らかにした.こ の全身の

酸素消費量の増加はglucagonに より充進した肝の酸

素消費を反映していると考えられる。本方法はベッド

サイドで簡便に繰 り返し施行できる無侵襲的な肝機能

評価法として有望である。

索引用語 i glucagon負荷呼気ガス分析法
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